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水循環変動観測衛星（GCOM-W）プロジェクトの 
評価実施要領（案） 

平成 18 年 6 月 20 日 
推進部会 

 
（推進 2-1-1 と同じ部分を中略） 

 

 
2． 分野横断的事項 
（3） 基盤的技術開発 

以下では、推進戦略で示されている 5 つの重点ニーズと

15 の分野に関する分析の過程で、特に平成 19 年度等に取

組む必要があるとされた、地球観測のための基盤的な技術

の開発について、リモートセンシング、現場観測、データ

のアーカイブ・通信に関するものに分けて整理した。 
（i） リモートセンシング 

• 地球環境変動観測ミッション（GCOM）プロジェク

トの着実な推進（温暖化） 
 

3． 5 つのニーズに対応した重点的取組み 
（2） 水循環の把握と水管理 
（i） アジアモンスーン域の包括的な水循環観測データ整備 

② 衛星観測 
衛星観測については、現状では、静止気象衛星や

TRMM の衛星レーダ観測があるが、高緯度地方に対す

る観測が不十分、変動の激しい降水に対しては観測頻度

が不十分、海域上に比べて陸域上での観測精度が不十分、

局地的な洪水予警報や水資源計画・管理の問題に対処す

るには分解能（時間、空間）が不十分、気候変動に伴う

水循環変動の実態を把握するには均質なデータの蓄積

期間が十分でない、衛星による土壌水分量の空間的に均

質な全球の観測がなく精度向上が必要、といった状況に

ある。このため、今後の、…（略）… 

●平成 19 年度の我が国における地球観測のあり方 
（平成 18 年 5 月 25 日 科学技術・学術審議会 研究計画・

評価分科会 地球観測推進部会） 

• 地球環境変動観測ミッション（GCOM）による水蒸

気、降水、土壌水分等の水循環に関する長期継続的

な観測のための同プロジェクトの着実な推進といっ

た中期的な展開を見据えつつ、特に平成 19 年度にお

いては、 
• 降水レーダ、マイクロ波放射計、合成開口レーダ、

可視・赤外イマージャ等の開発研究 
• 降水量の高頻度、高分解能観測手法と土壌水分観測

手法の高精度化に関する開発研究を行うことが必要

である。 
 

（中略） 



（4） 風水害被害の軽減 
（ii） ）衛星観測等による、自然災害が頻繁に発生する地域

の重点的な観測の実施現状では、WMO の枠組みにより、

静止気象衛星の世界 6 機体制による全球毎時観測や、極

軌道衛星等の地球観測衛星による様々な物理量の観測が

行われているが、より一層の高空間分解能・高頻度な観

測の実施が必要である。また、夜間・荒天時の観測が実

施できていないことから、合成開口レーダやマイクロ波

による観測が必要である。さらに、全球降水観測計画

（GPM）による降水の高頻度・高精度観測、地球環境変

動観測ミッション（GCOM）による降水・水蒸気量、積

雪、波浪、海面水温等の観測が必要である。 
 
4． 15 分野における地球観測の推進 
（1） 地球温暖化 

地球温暖化分野においては、特に平成 19 年度には、以

下の観測等を重点的に進めるべきである。 
  ＜全球的把握＞ 

• 温室効果ガスの全球的な計測を行う GOSAT 衛星の平

成 20 年度の打ち上げに向けた研究開発の推進、全球の

降水を観測する GPM 衛星観測プロジェクトの実施、地

球表層環境の変動にかかわる各種パラメータを観測す

る GCOM プロジェクト計画評価に基づく推進 
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水循環変動観測衛星プロジェクト評価小委員会の 
評価における留意事項 

 
平成 18 年 6 月 22 日 

宇宙開発委員会事務局 
 
6 月 20 日に実施した第２回推進部会において、小委員会での

評価に際しての留意事項として以下が挙げられた。 
 
（１） 地球観測衛星計画における地球環境変動観測ミッシ

ョン（GCOM）全体の位置付けを踏まえて GCOM-W
の個別プロジェクトを評価する。また、GEOSS（複数

システムからなる全球地球観測システム）に対する日本

の貢献分野として、GCOM の具体的な役割についても

確認する。 
（２） 信頼性確保の取り組みに関し、GCOM はシリーズ衛

星開発という特徴を踏まえ、開発方針が的確に設定され

ているか評価する。 



測ミッション(GCOM)の 位置付けについて 資料 1 別 添

GEOSS10年 実施計画(9つの社会経済的利益分野)

陸域観測技術衛星
(ALOS)

地球環境変動観測ミッション

CCOM― C

全球降水観測
(CPM)計 画
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